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Ⅲ 施策の方向性 

Ⅲ－１ 基本的な取組方針 

社会資本は，県民一人一人の安全で快適な日常生活や企業活動に至るまで，あらゆる場面を

支える基盤として，生活の質や安全・安心を高める上で重要な役割を担っており，これまでの

「選択と集中」による戦略的な社会資本整備などの取組により，県民の安全・安心や利便性の

向上に繋がっています。 

本県を取り巻く状況変化や課題等を踏まえるとともに，ビジョンの基本理念である「将来に

わたって，『広島に生まれ，育ち，住み，働いてよかった』と心から思える広島県の実現」に向

けて，次の考え方により施策を推進していきます。 

１ 最適な資源配分による効果的なハード対策の推進 

社会情勢の変化により顕在化している様々な課題，特に，激甚化・頻発化する異常気象等に

よる大規模災害から県民の安全・安心を確保することや，人口減少社会下においても社会経済

活動を維持・発展させていくため，これまでの取組成果や本県の強みを生かしながら，引き続

き，必要な社会基盤の整備を計画的に推進していく必要があります。 

一方で，社会基盤の整備などのハード対策が必要な箇所は未だ多くあることに加え，人口減

少の進行や新型コロナ危機による経済活動への影響など，先行きは不透明な状況にあり，厳し

い財政状況が続くことも想定されます。 

これまでも，「選択と集中」により，緊急性の高い事業や，早期供用に向けた投資効果の高い

事業への重点化を図りながら事業を推進してきたところであり，引き続き，地域の状況や市町

のまちづくり計画も勘案しながら優先度を設定し，最適な資源配分による効果的な社会基盤の

整備を進めていきます。 

 最適な資源配分による効果的なハード対策の推進 

 ハード対策を補完する取組の充実・強化 

 効果的・効率的な維持管理の推進 

 進展するデジタル技術の実装によるイノベーション 

基本的な取組方針 
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２ ハード対策を補完する取組の充実・強化 

社会基盤の整備などのハード対策は，安全・安心や利便性の向上などの事業効果が発揮され

るまでに一定の期間を要することに加え，激甚化・頻発化している異常気象等により，平成 30

年７月豪雨災害のような防災施設の計画規模を超える災害が発生する可能性もあります。 

このため，既存インフラの更なる有効活用やその機能を高めるハード対策に加え，精度が高

く個々の状況に応じた防災情報の提供などにより，災害によるリスクを早期に察知し適切な避

難行動等につなげるための取組や，サービス機能の集約，安全なエリアへの居住の誘導などに

よる安全で快適に暮らせるまちづくりの推進などのソフト対策を一層充実・強化させ，ハード・

ソフト対策を相互に関連・補完させながら，より効果的・効率的な取組を推進していきます。 

３ 効果的・効率的な維持管理の推進 

高度経済成長期以降に集中的に社会資本が整備されてきたことから，老朽化する既存インフ

ラが加速度的に増加することに加え，これら社会資本の機能を適切に維持するための担い手不

足も顕在化しており，地域間での維持管理水準に格差が生じることが懸念されます。 

これまで整備してきた社会資本の機能を適切に維持していくため，インフラ老朽化対策の基

本方針として「インフラ老朽化対策の中長期的な枠組み」を取りまとめるとともに，主要なイ

ンフラに係る「修繕方針」を策定しながら，予算の平準化やライフサイクルコストの縮減など

計画的な維持管理に取り組んできました。 

今後，既存インフラが持つ機能を適切に維持し，期待される効果を最大限発揮し続けること

ができるよう，より効果的かつ効率的な維持管理に国・市町等と連携して取り組んでいきます。 

４ 進展するデジタル技術の実装によるイノベーション 

社会情勢の変化に伴う様々な課題に的確に対応していくためには，急速に進展するデジタル

技術は非常に有効な手段であり，民間企業等と積極的に協働しながら，デジタル技術を最大限

に活用していくとともに，新しい生活様式などライフスタイルの変化や多様化するニーズ等を

踏まえ，新たなサービスや付加価値の創出にも取り組んでいきます。 
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Ⅲ－２ 目指す姿・施策体系 

本県を取り巻く状況変化や施策の方向性を踏まえ，安全・安心で，本県の強みを生かした，

魅力的で持続可能な県土づくりに向けて，次の５つの施策を展開しながら，目指す姿の実現に

向けて取り組んでいきます。 

○ 激甚化する気象災害や巨大地震による社会経済活動への影響を最小限とするため，近年発

生した浸水被害を解消するための治水対策や，防災拠点などの災害時に重要となる施設を保

全する土砂災害対策，県内全域の緊急輸送道路の法面対策など，より効果的かつ効率的なハ

ード対策による事前防災が着実に進んでいます。 

○ さらに，ハード対策のみではあらゆる災害を防ぎきることはできないという認識に立ち，

平時から地域住民や関係者と協働した災害リスクの共有や避難体制の強化を図るとともに，

デジタル技術を活用した精度が高い防災情報を個々の状況に応じて取得することができ，自

ら適切な避難行動をとるなど，的確な備えや行動が当たり前の状態となっています。 

10 年後の姿 

○ 県内経済の発展や地域の活性化に繋がる，国道２号バイパスをはじめとした幹線道路の整

備による広域道路ネットワークの形成や，船舶の大型化に対応した岸壁の延伸，コンテナふ

頭の拡張や臨港道路の整備，東南アジア諸国をはじめとする航路の拡充などにより，企業活

動のグローバル化や生産性向上に資する最適な物流ネットワークが構築されています。 

○ さらに，広島空港の航空路線の拡充や，広島港におけるクルーズ客船の安全で快適な寄港

環境の整備など，ビジネスや観光，日常生活において，それぞれの目的に応じた最適な交通

ネットワークにより，便利で快適な移動ができ，国内のみならず世界との交流や連携が活発

に行われています。 

10 年後の姿 

安全・安心な県土づくり 

～ 安全・安心を支える総合的な県土の強靭化 ～ 
施策Ⅰ

県の強みを生かした県土づくり 

～ 交流・連携を支えるネットワークの充実・強化 ～ 
施策Ⅱ

県民が様々な場面（平時から非常時に至るまで）において，「安全・安心」や「サービス 

（利便性・快適性・生産性）」等の向上を実感できる社会 

目指す姿 
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○ 地域特性や規模に応じた拠点ごとに必要となる機能の集約や，土砂災害警戒区域等の災

害リスクの高い区域から低い区域への居住の誘導が進むとともに，区画整理事業と一体と

なった連続立体交差事業の推進などによる円滑で安全な交通の確保や，最適な公共交通ネ

ットワークの構築が進み，利便性が高く，安全・安心な生活を支えるまちづくりに県内全

域で取り組んでいます。 

○ さらに，集約された各拠点においては，デジタル技術を活用した便利で質の高い様々な

サービスを提供するための取組が各市町において展開されるとともに，地域の歴史的資源

やオープンスペースなどの利活用により，地域の特色を生かした賑わいや住み続けたくな

るような魅力のある居住環境が創出され，快適でゆとりのあるライフスタイルを支える基

盤が形成されています。 

10 年後の姿 

○ ＡＩ／ＩｏＴなどのデジタル技術を最大限に活用して，既存インフラの状況をより的確に

把握し劣化状況を高い精度で予測するなど，維持管理の高度化・効率化を図るとともに，国・

県・市町など管理者の枠を超えた連携体制や仕組みを構築することで，社会資本の機能が適

切に維持・発揮され続け，県民の安全で快適な日常生活や社会経済活動を支えています。 

10 年後の姿 

○ 社会資本整備の調査・設計・施工から維持管理のあらゆる段階において，デジタル技術を

最大限に活用した，より効果的・効率的なインフラマネジメントを推進し，県民の安全・安

心や利便性，建設分野の生産性が向上しています。 

○ さらに，行政をはじめ，民間を含めた様々なデータを誰もが利活用できるオープンデータ

化が進み，民間企業等との連携により，防災・物流・交通・観光など幅広い領域においても，

官民データを組み合わせた新しいサービスや付加価値が次々と創出されています。 

10 年後の姿 

効果を高める

ための施策 

デジタル技術の実装によるイノベーション 

～ デジタルトランスフォーメーション（広島デジフラ構想）の推進 ～

社会資本の機能を適切に発揮させるための維持管理の推進 

～ 社会資本の適切な維持管理の推進 ～ 
共通 
施策 

魅力ある持続可能な県土づくり 

～ 魅力的で持続可能な社会を支える基盤形成 ～ 
施策Ⅲ


